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No.24-042a（全） 

微生物学検査の菌名表示変更のお知らせ 
 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを頂き、厚くお礼申し上げます。 

 

さて、先日、弊社微生物検査システム変更に伴い、「No.23-118a（全）微生物学検査の

菌名表示変更のお知らせ」にて、菌名の表示を変更することをご案内させていただい

ておりましたが、その後、お問い合わせをいただくことがございました。 

前回のお知らせでは、分かりにくい点もあり、ご迷惑をおかけしました。謹んでお

詫び申し上げますとともに、改めて、下記の通りお知らせいたします。 

敬具 

記 

■変更内容 

●一般細菌 菌名と項目コメントの表示方法の変更 

新 旧 

検査結果 項目コメント 検査結果 項目コメント 

例）Staphylococcus aureus (MRSA) ※1 (空白) Staphylococcus aureus (MRSA) β-ラクタマ-ゼ陽性 

例）Staphylococcus aureus (MSSA，β+)※2 (空白) Staphylococcus aureus (MSSA) β-ラクタマ-ゼ陽性 

例）Staphylococcus caprae (MS-CNS，β+)※2 (空白) Staphylococcus caprae MS-CNS(β-ラクタマーゼ陽性) 

例）Staphylococcus simulans (MS-CNS) ※3 (空白) Staphylococcus simulans MS-CNS（ﾒﾁｼﾘﾝ感受性株） 

例）S. dysgalactiae ssp equisimilis (GGS) ※4 (空白) Strept. dysgalactiae ssp equisimilis GGS(G 群溶血性連鎖球菌) 

例）Streptococcus pneumoniae (PSSP) ※4 (空白) Streptococcus pneumoniae PSSP 

例）Haemophilus influenzae (BLNAR) ※4 (空白) Haemophilus influenzae BLNAR 

例）Escherichia coli (MBL) ※4 (空白) Escherichia coli メタロβラクタマーゼ産生菌 

例）Escherichia coli (CRE) ※4 (空白) Escherichia coli ｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑ耐性腸内細菌目細菌 

※1 MRSA および MR-CNS のβ-ラクタマ-ゼ陽性は、報告いたしません。 

※2 Staphylococcus 属のβ-ラクタマ-ゼ陽性は、菌名の後に「β+」と表記させていただきます。 

なお、今回、報告書の文字数の関係から「β+」と表示させていただいておりますが、一般的な表現ではありません

ので、微生物検査報告書のＡ4 サイズ変更を含め、表示方法を検討しております。 

※3 Staphylococcus 属のβ-ラクタマ-ゼ陰性は表記いたしません。 

※4 メタロβラクタマーゼ産生菌(MBL)やｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑ耐性腸内細菌目細菌(CRE)なども菌名の後に略語を表記させていた

だきます。 

以上 


